
②パーソナルフラワーギフト需要拡⼤
若年層花贈り体験創出活動
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◆全体概要
「【花と歌】〜花と短歌で敬⽼の⽇に気持ちを贈ろう〜」として、
AI短歌⽣成サイトの⽴ち上げ、敬⽼の⽇をきっかけに若年層の花贈り体験を促す、
および、gaku@渋⾕PARCOにて「Z世代」を対象としたワークショップ「花あそ部」特別授業をリアル開催。

◆⽬的・ステートメント
⼤切なひとに想いを伝える。
それはカンタンなようでむずかしい。

平安時代の⽇本では、
ことばを交わす代わりに歌（短歌）に花を添えて贈られたそうです。
中世のアラビアでは、⼿紙の代わりに花がやりとりされました。

ひとは⻑い歴史の中で、
ことばにできない想いを花や歌に込めて贈りあってきました。
花と歌が時代をこえて愛されてきたのは、
⼈の気持ちをつなぐものだからなのかもしれません。

9⽉。
⽇本の敬⽼の⽇をはじめ、
中国や⽇本では不⽼⻑寿を願う重陽の節句、アメリカでは祖⽗⺟の⽇など、
世界中で⾝近な年⻑者を敬い感謝を伝える季節がはじまります。

そんな時期に合わせて、若い世代の⼈が⾃分のおじいちゃんおばあちゃんに
ふだん⾔えない気持ちを花と歌に込めて届ける機会を提供したいと思います。

「花あそ部」と歌⼈・岡野⼤嗣さんがコラボレーション。
9⽉はじめから特設サイトを通じて、
若い⼈が⾃分らしい短歌と花を選んで創れるツールを公開。
敬⽼の⽇前⽇にはパルコgakuにて岡野⼤嗣さん×Z世代による
「花と歌」特別ワークショップを開催します。

9⽉いっぱいかけて、
若い⼈たちが「花と歌」という⽂化に触れながら、
年代を超えた新しい⼼のつながりを実感する
きっかけをつくっていければと思います。

1. 「花と歌」〜花と短歌で敬⽼の⽇に気持ちを贈ろう〜 活動概要

新たな関係性を築く若年層と祖⽗⺟、「敬⽼の⽇」再構築で、世の中の話題作り＆体験者を全国に︕
◆企画の背景



国産花き需要拡大推進協議会 All Right Reserved. Copyright© 91

◆スマートホン画⾯キャプチャ

1. 「花と歌」〜花と短歌で敬⽼の⽇に気持ちを贈ろう〜 活動概要
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◆LINE送信機能
送信者 受信者

【送信者】

「この花と歌をLINEで贈る」をクリック

1. 「花と歌」〜花と短歌で敬⽼の⽇に気持ちを贈ろう〜 活動概要

【受信者】

LINEにメッセージが届く
⇒添付URLから、花と歌を受け取る

◆近隣の花店に送客するための花屋MAP

「近くの花屋を探す」の

アイコンをクリック
⇒GoogleMapへ遷移

⇒現在地周辺の花屋を表⽰

LINE転送数

全体のユーザー数（2702⼈）に対し、

約2⼈に1⼈が他者へ短歌を送信

送られたリンクのクリック数＝

贈られた短歌の開封率は、

約67%が開封していた結果。

■LINE転送リンクの⽣成数

■送られたリンクのクリック数
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◆販促物︓ポストカード

花いけジャパンプロジェクト（全国⾼校⽣
花いけバトル事務局）のご協⼒で、全国
205校の⾼等学校に10,250枚のポスト
カードを発送、教諭の⽅から⽣徒たちにご
紹介いただいた。これにより全国の多くの
Z世代の若者たちの体験が創出できた。

2. 「花と歌」〜花と短歌で敬⽼の⽇に気持ちを贈ろう〜広報PR活動

●PR TIMESよりニュースリリース配信
＊国産花き需要拡⼤推進協議会（花の国⽇本協議会） 2種
＊Dentsu Craft Tokyo… 1種

●関係各社によるSNS配信・サイト掲載など
●メディアプロモート
●全国205校の⾼等学校に告知⽤のポストカードを配布
●【花と歌】〜花いけと短歌で敬⽼の⽇に気持ちを贈ろう〜「花あそ部」特別授業

◆PR活動概要
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2. 「花と歌」〜花と短歌で敬⽼の⽇に気持ちを贈ろう〜広報PR活動

◆「花あそ部」特別授業〜花いけと短歌で敬⽼の⽇に気持ちを贈ろう〜

■イベント概要

⽇程︓ 2022年9⽉18⽇（⽇）
時間︓ ①11:30〜14:30 ②16:00〜19:00 （各回180分）
会場︓ GAKU（渋⾕パルコ 9階）
対象︓ 原則10代の⽅、経験不問
参加⼈数︓ 計14名
募集サイト︓ https://gaku.school/news/hanaasobu20220918/
参加費︓無料

※参加者には、事前に短歌に関するオンライン授業を受けていただく
※GAKUのポッドキャスト「ガクジン」に岡野⼤嗣さんが登場（公開⽇︓10/26前編・11/2後編）

「歌」のパート（講師︓歌⼈ 岡野⼤嗣さん）
おじいちゃん・おばあちゃんとの思い出や記憶をたどりながら、⾃分だけの
短歌をつくっていく。AIサポートツール【花と歌】も活⽤しながら、⾃分の
感じたことを、⾃分だけの⾔葉で表現することを⽬指す。

「花」のパート（講師︓花あそ部・⽇向雄⼀郎さん）
おじいちゃん・おばあちゃんとの思い出や記憶、つくった短歌をもとに花を
いける。“たて書き”で⾔葉をつむぐ短歌と同じように、花をえらび、
⽴てる、“たて花”というスタイルで、⾃分だけの思いを表現。
出来上がった“たて花”と短歌は、そのままおじいちゃん・おばあちゃんへの
贈り物として当⽇お持ち帰りいただく。

■当⽇のプログラム
10代の参加者と共に、おじいちゃん・おばあちゃんへ、ふだんは⾔えない
気持ちを伝えるための「花と歌」をつくる。

参加者は⾼校⽣が中⼼。それぞれ祖⽗⺟との想い出を辿りながら瑞々しい短歌と花を制作。各⼈の真摯な
姿勢も発表も素晴らしく、胸がアツくなる授業だった。



国産花き需要拡大推進協議会 All Right Reserved. Copyright© 95

◆PR施策の結果

9/1（⽊） 「花と歌」サイトローンチ＆ワークショップ開催告知リリース
9/18（⽇） ワークショップ開催後、事後リリースを配信

結果として【新聞8件】・【WEB113件】で、【合計121件】の媒体での露出を獲得。
広告換算⾦額は【約6,540万円】に上った。

新聞では中央紙（朝⽇新聞）や業界紙（花卉園芸新聞）での取り上げ、
またWEBでは、オリコンニュースやLINEニュースなど波及⼒の⾼いメディアでの取り上げもあり、
幅広い露出獲得につながった。

◆「花と歌」特設サイト（9/1〜9/30の1ヶ⽉限定公開）

【総ユーザー数 約2,700名】・【平均滞在時間 約2分45秒】という結果となり、多くの⽅がそれぞれ、じっくり
とAI短歌⽣成をした仮説が⽴てられる。
（単なるサイト訪問ではなく、⻑い時間をかけてこのコンテンツを楽しんでいる。）

また、約2⼈に1⼈が⽣成短歌をLINEで他者に送信しており、その相⼿の開封率も約70％と、⾼い数字
が得られた。

さらに、サイトアクセスは主要都市にとどまらず、全国の幅広い地域からの来訪が確認できた。
全国205校の協⼒をいただき、ポストカードを配布したことが主要因と考えられる。

「じっくりと短歌を作り」、「それを贈りたい相⼿に贈り」、「その想いを受け取る」という⽬的としていた⼀連の⾏動
が喚起できたと捉えられる。

媒体 件数 広告換算⾦額
新聞 8件 ¥11,728,040

WEB 113件 ¥53,685,275

合計 121件 ¥65,413,315

●9/1
ニュースリリース

●9/12〜
全国⾼校でポストカード配布
AdverTimes記事公開 ●9/28

朝⽇新聞⼣刊

■総ユーザー数︓2,702
■平均ユーザー数/⽇︓90⼈
■平均エンゲージメント時間︓2分44秒

2. 「花と歌」〜花と短歌で敬⽼の⽇に気持ちを贈ろう〜広報PR活動
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◆2022年9⽉1⽇（⽊）ニュースリリース配信
PRTIMES

2. 「花と歌」〜花と短歌で敬⽼の⽇に気持ちを贈ろう〜広報PR活動

国産花き需要拡⼤推進協議会

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000014.000054763.html



2022/1/10〜 5回記事化
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2. 「花と歌」〜花と短歌で敬⽼の⽇に気持ちを贈ろう〜広報PR活動

（リリース続き）
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◆2022年9⽉18⽇（⽇）「花と歌」特別授業事後リリース配信
PRTIMES

2. 「花と歌」〜花と短歌で敬⽼の⽇に気持ちを贈ろう〜広報PR活動

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000015.000054763.html
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（事後リリース続き）

2. 「花と歌」〜花と短歌で敬⽼の⽇に気持ちを贈ろう〜広報PR活動
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2. 「花と歌」〜花と短歌で敬⽼の⽇に気持ちを贈ろう〜広報PR活動

（事後リリース続き）
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TwitterなどSNS告知

各種SNSで告知

◆2022年9⽉15⽇（⽇）ニュースリリース配信

PRTIMES

2. 「花と歌」〜花と短歌で敬⽼の⽇に気持ちを贈ろう〜広報PR活動

Dentsu Craft Tokyo

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000008.000088502.html

Dentsu Lab Tokyo
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公式サイト＆SNSで告知

花いけジャパンプロジェクト

2. 「花と歌」〜花と短歌で敬⽼の⽇に気持ちを贈ろう〜広報PR活動

TwitterなどSNS告知

渋⾕PARCO「gaku」
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歌⼈ 岡野⼤嗣さん

2. 「花と歌」〜花と短歌で敬⽼の⽇に気持ちを贈ろう〜広報PR活動

花の国⽇本協議会

Twitterで多数告知

各種SNSで告知
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2022年9⽉15⽇ 花卉園芸新聞 2022年9⽉28⽇ 朝⽇新聞⼣刊（全国）

2022年9⽉22⽇ 朝⽇新聞デジタル

2. 「花と歌」〜花と短歌で敬⽼の⽇に気持ちを贈ろう〜広報PR活動
◆メディア露出例
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2022年9⽉12⽇ AdverTimes

2. 「花と歌」〜花と短歌で敬⽼の⽇に気持ちを贈ろう〜広報PR活動

（続き）◆メディア露出例
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【参照】 「花と歌」企画に寄せられた反響例（⼀部）
◆⼀般ユーザーのSNS投稿より抜粋

あの「俵万智」さんもリツイート︕
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◆以下URLにて3つの動画キャプチャを格納

●体験フロー動画（PC）
●体験フロー動画（SP）
●選択した花別動画（SPのみ）

https://www.dropbox.com/sh/nixd1k6zggc497r/AAA3N8q9_NAO2laLXMtJzYmka?dl=0
パスワード : hana

役職 名前 所属

1 クリエーティブディレクター 保持 壮太郎 (つづく)

2 コピーライター、プランナー 川島 梨紗子 Dentsu Lab Tokyo

3 アートディレクター 上西祐理 北極

4 PRプロデューサー 根本陽平 電通PRコンサルティング

5 PRプランナー 辰野アンナ 電通

6 花選定・花言葉監修 小川典子 花の国日本協議会

7 ビジネスプロデューサー 藤田宗弘 電通

8 プロデューサー 藤岡将史 Dentsu Craft Tokyo

9 プロデューサー 羽角和弘 Dentsu Craft Tokyo

10 プロジェクトマネージャー 鈴木 創太 Dentsu Craft Tokyo

11 エンジニア 田辺 雄樹 Dentsu Craft Tokyo

12 Webディレクター 中尾 仁士 電通クリエーティブX

13 テクニカルディレクター 米田 英史 電通クリエーティブX

14 エンジニア 日南 昌吾 AOIRO inc.

15 リサーチエンジニア、テクニカルディレクター 浦川 通 朝日新聞社メディア研究開発センター

16 リサーチエンジニア 田口 雄哉 朝日新聞社メディア研究開発センター

17 リサーチエンジニア 新妻 巧朗 朝日新聞社メディア研究開発センター

18 技術監修 田森秀明 朝日新聞社メディア研究開発センター

19 歌人 岡野大嗣

◆スタッフリスト

【参照】 「花と歌」サイトフロー回遊動画 他

https://www.dropbox.com/sh/nixd1k6zggc497r/AAA3N8q9_NAO2laLXMtJzYmka?dl=0
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◆活動の背景・⽬的
SDGsが浸透にともない、企業の取り組みも増え、年々関⼼が⾼まる世界的
な記念⽇「国際⼥性デー」。昨今のミモザ⼈気も⼿伝い、特に20代⼥性の
認知度が断トツに⾼い中、花業界として「国際⼥性デー」の啓発に貢献すべく、
「幸せの⻩⾊い花」の花贈りを広げていく試み。
さらに、花業界で働く多くの⼥性たちのモチベーション向上にも繋げていきたい。

l全国花店にA2ポスター・配布⽤ポストカード・SNS⽤画像の提供（FV・3LS連動）
lPRTIMES ニュースリリース配信（2/27）
l花店スタッフ⽤「フローリスト向け啓発チラシ」の作成・共有
lSNS⽤デジタルツール・ニシイズミユカさん「はなまるスタンプ」制作
lTwitter投稿キャンペーン実施（ニシイズミユカさんイラストプレゼント）
l⼩売企業とSNS・サイトなどで情報発信連動
l異業種コラボイベント「国際⼥性デー×花⼿⽔」（川越花⼿⽔フォトコンテスト）
l「国際⼥性デー」消費者調査

3. 「国際⼥性デー2023」 活動概要

◆活動概要

◆販促ツール︓ポスターを全国花店に配布／SNS⽤画像を提供

2023年度版ポストカード
（花店店頭配布⽤）
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◆花店スタッフ⽤
「フローリスト向け啓発チラシ」

3. 「国際⼥性デー2023」 活動概要

「国際⼥性デー」の本来の意味や⽬的、花業界の取り
組みやその意図について理解を深めるために制作。
公式サイトより各販促ツールのダウンロード可能に。
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◆SNS⽤デジタルツール・ニシイズミユカさんイラスト 「はなまるスタンプ」

3. 「国際⼥性デー2023」 活動概要

国際⼥性デーメインビジュアルをご担当の⼈気イラストレーター・ニシイズミユカさんがスタンプイラストを制作。

実際の使⽤回数を調べることはできないが、GIPFY上での閲覧は11種のスタンプ合計で約2,300,000回。
GIPFYに利⽤期限はないため、引き続き以下いずれかのハッシュタグを検索すれば、各スタンプが利⽤可能。

#flower #womensday #yellowflower #フラワー #hanamaru #はなまる #イエローフラワー
#国際⼥性デー #happyyellow #はっぴーいえろー #幸せの⻩⾊い花 #はなまる贈ろ
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3. 「国際⼥性デー2023」 活動概要

◆「はなまるスタンプ」活⽤投稿事例
Twitter（花キューピット公式）Instagram

TikTok（KARENDO公式）

Instagram
ストーリー

（J-WAVE番組）
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◆公式Twitter
協⼒各社ヘッダー画像を
国際⼥性デー仕様に

3. 「国際⼥性デー2023」 活動概要

◆SNS投稿マニュアル
各社で協⼒して、計画的に投稿するための
マニュアル。⼤⼿各社が同時多発で発信することで、
「国際⼥性デー」の周知やTwitterキャンペーンの
告知を最⼤化することが⽬的。
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◆公式サイト（2/27〜期間限定でフラワーバレンタインサイトトップへ移動）

3. 「国際⼥性デー2023」 活動概要

Twitter投稿キャンペーン
「はなまる」スタンプ紹介

異業種コラボ企画

HAPPY WOMAN
FESTA2023サイト
キャンペーンにリンク

https://www.flower-valentine.com/
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4. 「国際⼥性デー2023」 広報PR活動

◆2023年2⽉27⽇（⽉）ニュースリリース配信
PRTIMES http://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000018.000054763.html



国産花き需要拡大推進協議会 All Right Reserved. Copyright© 115

（続き）

4. 「国際⼥性デー2023」 広報PR活動
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-----------------------------------------------------
PR TIMES
企業名 ︓ ⼀般社団法⼈花の国⽇本協議会
タイトル︓ 3⽉8⽇「国際⼥性デー」を“花”で応援

「幸せの⻩⾊い花」を通じて花業界も啓発に貢献
HAPPY WOMAN®と花の国⽇本協議会が連携
⼥性の幸せを願うスペシャルWEEKに︕

配信⽇時︓ 02⽉27⽇ 11:15
http://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000018.000054763.html
-----------------------------------------------------

（続き）

4. 「国際⼥性デー2023」 広報PR活動
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◆異業種コラボ 「国際⼥性デー×川越花⼿⽔フォトコンテスト2023Spring」

4. 「国際⼥性デー2023」 広報PR活動

FV2022〜コラボスタート、本年度はFVプラス、国際⼥性デーでもご⼀緒いただく展開に。
川越市・最明寺様の呼びかけで、川越の街10箇所で花⼿⽔フォトコンテスト、スタートは⻩⾊の花で︕

フォトコンテストのスタート時は
「#幸せの⻩⾊い花」でフィードがいっぱいに︕

⼊賞作品にも
たくさんの「#幸せの⻩⾊い花」︕
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4. 「国際⼥性デー2023」 広報PR活動

2023年3⽉8⽇ テレビ埼⽟ - Yahoo!ニュース
国際⼥性デー ミモザの花⼿⽔イベントでまちを彩る

◆メディア露出例

愛知県尾張旭市の花店「フローリストみき」さんより報告︓
市役所にて地元⼤学⽣による「国際⼥性デー」イベント
地⽅⾃治体でも「国際⼥性デー」の取り組み増えている模様

2023年3⽉9⽇
中⽇新聞朝刊市⺠版／WEB版
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2023年3⽉3⽇ 16:00〜 J-WAVE 『START LINE』

「ひな祭り＆国際⼥性デー直前SP」企画
番組冒頭で、ニュースリリース掲載の「国際⼥性デー」性・年代別認知度
など調査データや、SNSキャンペーン情報を告知いただく。あなたのまわり
のハッピーウーマン企画／「幸せの⻩⾊い花ブーケ」をプレゼント︕

ナビゲーターの⻑⾕川ミラさんは
2023年度のHAPPY 
WOMAN AWARD受賞者

【ご参照】
3/8「国際⼥性デー」に開催された、HAPPY WOMAN®実⾏委員会（＝活動
パートナー）主催の「HAPPY WOMAN AWARD2023」の様⼦がTBSニュース
他多くの番組に取り上げられる︕

報道関係者からも
5年前10年前は
なかった報道、とコメント

フジテレビ
「めざましテレビ」他
アナウンサー室動画も︕

4. 「国際⼥性デー2023」 広報PR活動

◆メディア露出例

ニュースリリースが番組に採⽤︕
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●期間︓2023年3⽉1⽇（⽔）〜3⽉13⽇（⽉）

●概要︓国際⼥性デーに花を贈りたい⼈とその⼈とのエピソードを募集。
抽選で3名様にニシイズミユカさんのオリジナルイラストをプレゼント。

●対象条件︓ ① ＠f_valentine2023 をフォロー
②「#はなまる贈ろ」「#幸せな⻩⾊い花」を付ける

●当選案内︓ツイッターDMにて、当選ご案内。→出来上がった原画を郵送でご当選者様にお送りする。

5. 「国際⼥性デー2023」 SNSキャンペーン
◆Twitter投稿キャンペーン概要

◆キャンペーンビジュアル

◆キャンペーン告知（ニシイズミユカさん・フラワーバレンタイン公式Twitterなど）

期間中集まったエピソードは20件ほどと残念ながら
少なかったが、結果的に選ばれたのは
「⺟への感謝」が綴られた3名様。
それぞれにお写真を送っていただき、できるだけご本⼈
たちに似せてニシイズミさんに描いていただいた。

（詳細次⾴⇒）



❝ 私は⺟に贈りたいです。
いつも笑顔で仕事をしている姿を近くで⾒るようになり
「⺟のようになりたいな」と思うと同時に
感謝と尊敬の気持ちでいっぱいです。
⼀緒に出かける時は、⾊んな話ができて幸せ まだまだ
⺟から学ぶこと、学びたいことも沢⼭あるなと感じます。❞

❝ 私が幼い頃に亡くなった⺟に贈りたいです。
⻩⾊のフリージアが好きだったそうで、
この時期になるとお花屋さんで必ず買って
飾っています。私の結婚式では、フリージア
やミモザを使ったブーケを作ってもらいました。❞

❝ やっぱりお⺟さんかなぁ。
⼩学校の⼊学式にミモザみたいな⻩⾊の着物を
着て出席してくれたことを覚えています。
今では私がお⺟さんですね〜。❞

5. 「国際⼥性デー2023」 SNSキャンペーン

◆Twitterキャンペーン当選者へプレゼント
ニシイズミユカさんイラスト完成版
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●売上︓既存店前年同⽇⽐ 127.1％
既存店客数前年⽐ 101.2%

●ポストカード活⽤

●店頭の様⼦
ミモザ単体やミモザのブーケが⼀⽇を通して売れてい
て、店舗によるが、若いお客様やアジア系のお客様が
多く来店された。姉妹ブランドのカフェ・⻘⼭フラワーマー
ケット ティーハウスでも店内をミモザ⼀⾊で彩り、国際
⼥性デーを盛り上げた。 AFM ラスカ茅ヶ崎店

カフェ ⻘⼭フラワーマーケット ティーハウス

6. 「国際⼥性デー2023」 ⼩売企業の活動事例

◆⻘⼭フラワーマーケット

▲店舗発信LINE

◀各SNS公式アカウント
Twitterはバズる︕▼

AFM アミュエスト博多
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●店頭の様⼦
ミモザ単品、ブーケ、ミモザ（⻩⾊）カラーのコーナーを作り
ご紹介。ミモザの花の⼈気もあり、ギフトやご⾃宅⽤などで
多く販売できた。認知度が上がってきていると感じる。

◆⽇⽐⾕花壇
ミモザ×⻩⾊い花で「国際⼥性デー」コーナー

Hibiya-Kadan Style 渋⾕ヒカリエ店

◆第⼀園芸

◆インターネット花キューピット＝マイナビニュースコラム
https://news.mynavi.jp/article/20230301-2598376/

6. 「国際⼥性デー2023」 ⼩売企業の活動事例
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◆調査概要

国際⼥性デーの認知や花購⼊について＜花贈りに関する意識消費実態調査より＞
企画︓ 国産花き需要拡⼤推進協議会（花の国⽇本協議会が2011年より経年調査）
実査︓ 株式会社ウェルコインターナショナル
実施期間︓ 2023年3⽉16⽇（⽊）〜 2023年3⽉20⽇（⽉）
対象条件︓ 20〜40代の男性546名、⼥性554名 計1100名（全国）
調査⽅法︓ インターネット調査

※2021年にFVを「ジェンダーフリー化」を意識した対象条件に変更。性別の設問枠を廃⽌
※国際⼥性デーについての設問は2022年から追加された。

◆調査結果サマリー
国際⼥性デー認知（2022年からの質問）

■「国際⼥性デー」の認知率は41.5%（以前から＋今年初めて知った）。
「以前から知っている」が31.5%と22年から14.4ポイントと⼤きく上昇。⼥性や若年層での認知が⾼い。

■詳しい内容理解については、「国連が定めた」が57.7%で最も⾼い。花贈りに関連する「ミモザの⽇」は
全体で44.3%の結果で、⼥性での認知は5割に達した。

■認知経路は、「テレビ」が最も⾼く41.2%。次いでSNS投稿26.3%、ウェブサイトやブログ15.6%の他、
花店の店頭ポスターが⽐較的⾼かった。

■性別、年代別にみると、テレビは年代が⾼いほど、⼥性や若い世代はSNS、男性は花店ポスターやPOP、
HAPPYWOMANFESTA2022のHPやその他サイト、新聞など情報経路が多岐にわたる傾向が⾒られた。

今年は各局朝の情報番組などで国際⼥性デーが多く取り上げられていたため、
認知上昇にプラスに作⽤したとみられる。

7. 「国際⼥性デー2023」 消費者調査結果

31.5 

10.0 

58.5 
1.以前から知っている

2.今年初めて知った

3.知らない

単位︓％

Q5 「国際⼥性デー」をご存じですか︖ （ n= 1100、SA）

【全体】
n =1100

国際⼥性デーの認知

知っている
41.5％
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28.0

34.8

10.1

9.9

61.9

55.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.男性

2.女性

1.以前から知っている 2.今年初めて知った 3.知らない

32.8

33.9

27.7

12.9

9.5

7.6

54.3

56.6

64.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.２０代

2.３０代

3.４０代

1.以前から知っている 2.今年初めて知った 3.知らない

●国際⼥性デーの認知率は「以前から知っている」「今年初めて知った」が合わせて41.5％。
「以前から知っている」⼈が3割を超えている。

●性別では、⼥性の認知率が44.7%と男性(38.1%)を⼤きく上回る。
年代別では20代でより認知率が⾼い傾向にある。なかでも特に⼥性20代が50.8%と
全体より⼤幅に⾼いスコアとなっており、若い世代を中⼼とした⼥性層での認知浸透、
関⼼の⾼さがうかがえる。

【性別】

【年代】

27.5

32.6

23.9

37.8

35.1

31.5

12.9

9.2

8.2

13.0

9.7

7.1

59.6

58.2

67.9

49.2

55.1

61.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.男性 ２０代

2.男性 ３０代

3.男性 ４０代

4.女性 ２０代

5.女性 ３０代

6.女性 ４０代

1.以前から知っている 2.今年初めて知った 3.知らない

【性年代】
男性20代︓ｎ=178
男性30代︓ｎ=184
男性40代︓ｎ=184
⼥性20代︓ｎ=185
⼥性30代︓ｎ=185
⼥性40代︓ｎ=184

男性︓n =546
⼥性︓n=554

20代︓n =363
30代︓n=369
40代︓n=368

（続き）国際⼥性デーの認知

7. 「国際⼥性デー2023」 消費者調査結果



国産花き需要拡大推進協議会 All Right Reserved. Copyright©126

17.1

31.5

13.6

10.0

0.0

20.0

40.0

60.0

2022年 2023年

以前から知っている 今年初めて知った

●国際⼥性デーは「以前から知っている」が22年17.1%、23年31.5%と⼤きく上昇
（14.4ポイント増）し、「今年初めて知った」が減少。イベントの浸透状況がうかがえる。

●男⼥別の経年変化を⾒ると、男⼥ともに「以前から知っている」が⼤きく上昇しているが、
⼥性では「今年初めて知った」が22年16.0%から23年9.9%と⼤幅に減少しており、
⼥性層での認知浸透状況がうかがえる。

認
知
率

%

認知計 30.7%

認知計 41.5%

【経年変化 全体】

14.9

28.0

11.1

10.1

0.0

20.0

40.0

60.0

2022年 2023年

以前から知っている

今年初めて知った

【経年変化 男性】

19.2

34.8

16.0

9.9

0.0

20.0

40.0

60.0

2022年 2023年

以前から知っている

今年初めて知った

【経年変化 ⼥性】

認知計
26.0%

認知計
38.1% 認知計

35.2%

認知計
44.7%

7. 「国際⼥性デー2023」 消費者調査結果

（続き）国際⼥性デーの認知
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【地域別】

【⼤都市のある都道府県別】

3⽉8⽇「国際⼥性デー
(ミモザの⽇)」の認知

地⽅別表

1.北海道 2.東北 3.関東 4.中部 5.近畿 6.中国 7.四国 8.九州

合計 51 73 467 162 175 66 26 80

1.以前から知っている 31.4 26.0 34.5 31.5 25.7 22.7 34.6 37.5

2.今年初めて知った 11.8 9.6 11.1 11.1 8.0 3.0 7.7 11.3

3.知らない 56.9 64.4 54.4 57.4 66.3 74.2 57.7 51.3

3⽉8⽇「国際⼥性デー
(ミモザの⽇)」の認知

⼤都市がある都道府県別表

1.北
海道

2.宮
城県

3.埼
⽟県

4.千
葉県

5.東
京都

6.神
奈川
県

7.静
岡県

8.愛
知県

9.京
都府

10.⼤
阪府

11.兵
庫県

12.広
島県

13.福
岡県

合計 51 21 105 54 153 108 21 62 29 68 47 25 29

1.以前から知っている 31.4 33.3 36.2 25.9 37.3 42.6 28.6 37.1 17.2 26.5 34.0 24.0 51.7

2.今年初めて知った 11.8 0.0 13.3 5.6 10.5 9.3 19.0 12.9 10.3 8.8 8.5 4.0 3.4

3.知らない 56.9 66.7 50.5 68.5 52.3 48.1 52.4 50.0 72.4 64.7 57.4 72.0 44.8

（続き）国際⼥性デーの認知

★ ★
★「知らない」が50％以下、過半数が「知っている」県

★

7. 「国際⼥性デー2023」 消費者調査結果
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57.7

44.3

30.0

41.7

0.0
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43.3

55.2
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22.6

40.3
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80.0

100.0

男性 女性

男性︓n=208
⼥性︓n=248

Q6-1.3月8

日の「国際

女性デー」
は国連が

定めた

Q6-2.イタリア

で女性にミモ

ザを送る風習
が「ミモザの日

」ともいわれた

Q6-3.起源は

、1904年にア

メリカNYで婦
人参政権を

求めたデモで
ある

Q6-4. 女

性たちの

勇気と決
断を称える

日である

60.8

48.2

34.3

48.853.1

38.8

24.4

32.5

59.2
46.2

31.5

43.8

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

1.２０代 2.３０代 3.４０代

20代︓n=166
30代︓n=160
40代︓n=130

単位︓％

Q６「国際⼥性デー」について、あなたは以下のことをご存じですか︖（MA / n=456）

●国際⼥性デーの意味の認知、「3⽉8⽇は国連が定めた記念⽇」が最も⾼く57.7%。
次いで「イタリアの⾵習からミモザの⽇といわれている(44.3%)」「素晴らしい役割を担ってきた
⼥性による勇気と決断をたたえる⽇(41.7%)」「起源はNYで婦⼈参政権を求めたデモ

（30.0%)」。
●性別では「ミモザの⽇」が⼥性が男性を⼤幅に上回っており、“ミモザ”は⼥性層に伝わりやす

いキーワードといえる。年代別では20代でいずれの項⽬も上の世代を上回っており、関⼼の
⾼さがうかがえる。

【全体】

【性別】 【年代】

Q6-1.3月8日の「国際
女性デー」は国連が定
めた

Q6-2.イタリアで女性に
ミモザを送る風習が「ミ
モザの日」ともいわれた

Q6-3.起源は、1904
年にアメリカNYで婦
人参政権を求めたデ
モである

Q6-4. 女性たちの
勇気と決断を称え
る日である

Q6-1.3月8日

の「国際女性

デー」は国連
が定めた

Q6-2.イタリアで

女性にミモザを送

る風習が「ミモザ
の日」ともいわれ

た

Q6-3.起源は、

1904年にアメリカ

NYで婦人参政
権を求めたデモ

である

Q6-4. 女性

たちの勇気と

決断を称える
日である

国際⼥性デーの意味の理解

7. 「国際⼥性デー2023」 消費者調査結果
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Q7 Q5で3⽉8⽇「国際⼥性デー（ミモザの⽇）を知っている」とお答えの⽅に伺います。
あなたは「国際⼥性デー（ミモザの⽇）」についてどこで知りましたか︖（MA / n=456）

●国際⼥性デーの認知経路をみると「テレビ」が最も⾼く41.2%。次いで「SNS(26.3%)」

「他のサイトやブログ、YouTube(15.6%)」が上位に挙げられた。

●花店の店頭ポスターは10.7%、POP・ポストカードは4.6%。テレビとSNSによる認知浸透
効果が特に⾼かったと⾔える。

10.7

4.6

5.7

15.6

26.3

3.1

41.2

8.6

2.4

3.9

4.4

3.9

2

3.5

7.5

2.2

0 10 20 30 40 50 60

1.店頭ポスター

2.POPやポストカードなど

3.「HAPPY WOMAN FESTA 2022」のHP

4.他のサイトなど

5.SNS投稿

6.「HAPPY WOMAN FESTA 2022」公式SNSの投稿

7.テレビ

8.新聞

9.雑誌

10.ラジオ

11.イベントや街頭キャンペーン

12.家族や友人・知人から口コミ

13.書籍やCD

14.フリーペーパーや折込チラシなど

15.最初から知っていた

16.その他（具体的に）

単位︓％

←１位

←２位

←３位

【全体】（全体︓n=456）

国際⼥性デーの認知経路

7. 「国際⼥性デー2023」 消費者調査結果
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1.店頭ポスター

2.POPやポストカード

3.公式ホームページ

4.他のサイト等

5.SNS投稿

6.公式SNSの投稿

7.テレビ

8.新聞

9.雑誌

10.ラジオ

11.イベントや街頭CP

12.口コミ

13.書籍やCD

14.フリーペーパーや
チラシ

15.最初から知っていた

16.その他

1.２０代 2.３０代 3.４０代
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0.0 20.0 40.0 60.0

1.店頭ポスター

2.POPやポストカード

3.公式ホームページ

4.他のサイトやブログ、YouTube

5.SNS投稿

6.公式SNSの投稿

7.テレビ

8.新聞

9.雑誌

10.ラジオ

11.イベントや街頭CP

12.口コミ

13.書籍やCD

14.フリーペーパーや
チラシ

15.最初から知っていた

16.その他

1.男性 2.女性 単位︓％単位︓％

●性別でみると「SNS(30.6%)」は⼥性が⾼い傾向にある。
男性は「花店の店頭ポスター(17.3%)」「新聞(12.0%)」「公式ホームページ(9.1%)」など
が⼥性より⾼めであった。

●年代別では、「テレビ」は年齢が⾼いほど、「SNS」は若い世代ほど⾼くなる傾向にある。

Q7 Q5で3⽉8⽇「国際⼥性デー（ミモザの⽇）を知っている」とお答えの⽅に伺います。
あなたは「国際⼥性デー（ミモザの⽇）」についてどこで知りましたか︖（MA / n=456）

（続き）国際⼥性デーの認知経路

男性︓n=208
⼥性︓n=248

20代︓n=166
30代︓n=160
40代︓n=130

【性別】 【年代】
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●今年の国際⼥性デーに花を贈った⼈は全体で3.7%。
●男性の購⼊率は⼥性を上回り5.5%。
●「来年贈りたい」と答えた⼈は全体で7.2%。男性や20代で⾼く、それぞれ9.1%、9.4%。
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男性︓n=1082
⼥性︓n=1098

20代︓n=723
30代︓n=728
40代︓n=729

単位︓％

単位︓％

単位︓％

Q8 いい夫婦の⽇（11/22)、愛妻の⽇（1/31）、バレンタインデー、ホワイトデー、国際⼥性デー（3/8）
に花を贈ることについて、以下の項⽬ごとに、ご⾃分にあてはまるかどうかをそれぞれお選びください。

【全体】

【性別】 【年代】

n=1100

国際⼥性デーの購⼊率・購⼊意向

7. 「国際⼥性デー2023」 消費者調査結果
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●⼥性は、「スイーツ」「ファッショングッズ」「コスメ・美容グッズ」「アクセサリー・ジュエリー」
「リラクゼーション・美容」などのスコアが男性に⽐べ⼤幅に⾼い。

●年代では、若い世代ほど「コスメ・美容」「ファッション」などが⾼く、
「スイーツ」「外⾷・グルメ・飲⾷」は上の世代でより⾼い傾向にある。

※「花・観葉植物」は総じて低いが、「○○○の時のご褒美は花」といった、シチュエーションとの
掛け算提案が必要と感じた。
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1.ファッショングッズ

2.アクセサリー・ジュエリー

3.コスメ、美容グッズ

4.リラクゼーショングッズ

5.スイーツ

6.外食・グルメ・飲酒

7.インテリアグッズ

8.花・観葉植物

9.リラクゼーション、美容

10.その他

11.特にない

1.２０代 2.３０代 3.４０代
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1.ファッショングッズ

2.アクセサリー・ジュエリー

3.コスメ、美容グッズ

4.リラクゼーショングッズ

5.スイーツ

6.外食・グルメ・飲酒

7.インテリアグッズ

8.花・観葉植物

9.リラクゼーション、美容

10.その他

11.特にない

1.男性 2.女性

単位︓％単位︓％

Q12.あなたは⾃分⾃⾝に「ちょっとしたご褒美プレゼント」をしようと思った時、
プレゼントしたいものを以下の中から最⼤５つ選んでください。 （n= 1100 / 5MA）

⾃分へのちょっとしたご褒美プレゼントについて

男性︓n=1082

⼥性︓n=1098

20代︓n=723

30代︓n=728
40代︓n=729

【性別】 【年代】

最近注⽬の
「⾃分へのご褒美」
ギフトについて

7. 「国際⼥性デー2023」 消費者調査結果
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回答者フェース項⽬・
単純集計表

49.6 50.4
■性別 1.男性 2.⼥性

16.5 16.7 16.9 16.5 16.8 16.7

■年代(5才刻み) 1.20歳〜24歳 2.25歳〜30歳
3.30歳〜34歳 4.35歳〜39歳

(％)

4.6
6.6 42.5 14.7 15.9 6.0

2.47.3

■地⽅ 1.北海道 2.東北地⽅ 3.関東地⽅

4.中部地⽅ 5.近畿地⽅ 6.中国地⽅

59.4 40.6

■未既婚 1.未婚 2.既婚

30.8 69.2

■⼦供の有無 1.⼦供有り 2.⼦供無し

2.3
0.5

19.5 10.5 11.83.5
1.8

12.4 15.8 7.0 13.6
1.3

■職業 1.公務員 2.経営者・役員
3.会社員(事務系) 4.会社員(技術系)
5.会社員(その他) 6.⾃営業
7. ⾃由業 8.専業主婦(主夫)
9.パート・アルバイト 10.学⽣

16.2 16.7 16.7 16.8 16.8 16.7 

■性年代 1.男性 20代 2.男性 30代
3.男性 40代 4.⼥性 20代
5.⼥性 30代 6.⼥性 40代

(3) F3.都道府県...(SA)
No. カテゴリー名 ｎ %

1 北海道 51 4.6
2 ⻘森県 12 1.1
3 岩⼿県 10 0.9
4 宮城県 21 1.9
5 秋⽥県 8 0.7
6 ⼭形県 12 1.1
7 福島県 10 0.9
8 茨城県 23 2.1
9 栃⽊県 10 0.9
10 群⾺県 11 1.0
11 埼⽟県 105 9.5
12 千葉県 54 4.9
13 東京都 153 13.9
14 神奈川県 108 9.8
15 新潟県 26 2.4
16 富⼭県 10 0.9
17 ⽯川県 3 0.3
18 福井県 4 0.4
19 ⼭梨県 3 0.3
20 ⻑野県 15 1.4
21 岐⾩県 13 1.2
22 静岡県 21 1.9
23 愛知県 62 5.6
24 三重県 8 0.7
25 滋賀県 10 0.9
26 京都府 29 2.6
27 ⼤阪府 68 6.2
28 兵庫県 47 4.3
29 奈良県 10 0.9
30 和歌⼭県 11 1.0
31 ⿃取県 8 0.7
32 島根県 5 0.5
33 岡⼭県 19 1.7
34 広島県 25 2.3
35 ⼭⼝県 9 0.8
36 徳島県 4 0.4
37 ⾹川県 9 0.8
38 愛媛県 7 0.6
39 ⾼知県 6 0.5
40 福岡県 29 2.6
41 佐賀県 3 0.3
42 ⻑崎県 9 0.8
43 熊本県 9 0.8
44 ⼤分県 3 0.3
45 宮崎県 9 0.8
46 ⿅児島県 7 0.6
47 沖縄県 11 1.0

全体 1100 100.0

7. 「国際⼥性デー2023」 消費者調査結果


